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老舗庶民金融機関のビジネス・モデル変容と
頭取の「虚業家」的性格

―破綻行・共栄貯金銀行頭取小出熊吉を中心として―

小 川 功

はじめに

前稿１）で「印紙魔」津下精一を，一種のベンチャー・ファンド的存在として

の側面から概要の紹介を試みたが，本稿は各論の一つとして，津下の１００口近

い投融資先の中から小出熊吉という人物の「虚業家」２）的性格を取り上げたい。

小出が頭取を勤める共栄貯金銀行は老舗の営業無尽から貯蓄銀行に転じた業界

の上位行の一つであったが，大正後期には業績が低迷を続け，金融恐慌さなか

の昭和２年４月破産宣告を受けた。貯蓄銀行として上位にある歴とした銀行の

現職頭取が三等郵便局長たる個人から１５万円もの巨額の資金を借り入れる行為

そのものが異常というほかはないが，当初は庶民金融機関として一応のビジネ

ス・モデル３）を確立し，相応の評価も受けてきた貯蓄銀行が何故に変容して行

き，虚構性を増して遂に破綻するに至ったのかを限られた情報４）から可能な限

１）「印紙魔」津下精一は拙稿「大正バブル期の泡沫事業への擬制“投資ファンド”とリス
ク管理―“印紙魔”三等郵便局長の「虚業家」ネット・ワークを中心に―」『彦根論叢』
第３６４号，平成１９年１月，参照。
２）「虚業家」は拙稿「企業家と虚業家」『企業家研究』第２号，企業家研究フォーラム，平
成１７年６月，参照。

３）本稿は平成１８年８月３１日地方金融史研究会夏期合宿において「大正期破綻銀行のリスク
選好と『虚業家』―ビジネス・モデルの虚構性検証をめぐって―」として報告したものの
一部分に加筆したもので，科学研究費補助金「金融ビジネス・モデルの変遷」（基盤研究
B，課題番号１７３３００７９，代表者斎藤憲氏）の研究成果の一部である。
４）共栄貯金銀行の破産手続を実施した破産管財人が昭和４年４月２６日作成した『株式会社
共栄貯金銀行破産管財事務報告』は現時点で入手し得た最も信頼性の高い資料の一つであ
るが，残念ながら破綻までの経緯，破綻原因にはほとんど言及されていない。したがって
当時の同行大口預金者クラスでさえも真相は把握できなかったものと思われる。
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り明らかにしていきたい。昭和２年３月破綻し，金融恐慌のトリガーとなった

東京渡辺銀行５）の場合と同様に，ハイ・リスクを選好する頭取等が高利金融業

者に翻弄・蹂躙された節が多分に窺えるなど，「虚業家」的性格を有する人物

を頭取等に迎えるリスクを具体的に示したものと考えられる。なお新聞雑誌・

会社録等の頻出資料は略号６）で本文中に示すとともに，大正の元号は原則省略

した。

�．共栄貯金銀行のビジネス・モデル

１．共栄貯金銀行の沿革

共栄貯金は明治３３年２月無尽営業を目的として千代田町一番地に開業，明治

３４年７月「故戸田喜三郎氏を始め，現重役諸氏が下級金融機関として中産以下

に対し大に資金融通の途を開き，併て勤倹貯蓄の美風を奨励し，国利民福に資

せんとの目的」（幹部，p１０２）で，資本金１万円の合資会社を設立した。同社

は大和会，勧業商会等に先立つ最初の営業無尽会社７）であったとされる。

明治３９年１２月資本金１０万円，払込２．５万円の共栄貯金株式会社に組織変更，

本店を神田区西今川町１に置き，「全国枢要の地に二十余ケ所の支店を設置」（幹

部，p１０２），社長小林朔平（埼玉県比企郡小見野村），常務戸田喜三郎（牛込区

北町），中山増次郎８），取締役戸島寅吉，杉浦一郎９），山口仲蔵，監査役堀田猪

５）拙著『企業破綻と金融破綻―負の連鎖とリスク増幅のメカニズム―』，九州大学出版会，
平成１４年３月，第２部参照。
６）（新聞）読売…読売新聞，法律…法律新聞，内報…『帝国興信所内報』，東日…東京日日
新聞，大毎…大阪毎日新聞，大朝…大阪朝日新聞，河北…河北新報，九州…九州日報，福
日…福岡日日新聞，佐賀…佐賀新聞／（雑誌）東経…東京経済雑誌，B…銀行通信録／（会
社録）要…『銀行会社要録』東京興信所，人…『人事興信録第五版』人事興信所，大正７
年，帝…『帝国銀行会社要録』帝国興信所，紳…交詢社『日本紳士録』交詢社，帝信…『帝
国信用録』帝国興信所，通覧…農商務省編『会社通覧』大正８年１２月末現在／（資料）期
数で表示…共栄貯金銀行『営業報告書』，管財…『株式会社共栄貯金銀行破産管財事務報
告』破産管財人，昭和４年４月２６日，幹部…丹羽錠三郎『銀行会社と其幹部』東京経済記
者協会倶楽部，大正７年，貯銀…『本邦貯蓄銀行史』昭和４４年，変遷…『本邦銀行変遷史』
銀行図書館，平成１０年，質問…田中万逸代議士「質問主意書」，事件…村山久雄編『津下
事件の裏面に伏在せる薩派及政友会一味の醜怪事実』大正１０年

７）渡辺徳太郎「無尽の起源及東京に於ける其発達」『無尽通信』５巻１号，昭和６年１月，
p４０，貯銀，p１３６。
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之吉，石井兼次郎，小出熊吉（後述）であった。（要M４０，p４０２）

大正元年資本金を１００万円に増資し，２年１１月１３，１４日には「全国各支店代

理店事務主任四十余名を本社に招集し，業務の統一並に打合せに関して主任会

議を開」（T２．１１．１６読売②）くなど，明治４４年に進出した北海道を含めた全国

的な無尽業者として活動していた。

２．ビジネス・モデルの確立

貯蓄銀行条例の改正案は明治３２年１１月以来，３度にわたって議会に上程され

たが，いずれも実現せず，ようやく大正４年６月２０年ぶりに改正された。その

骨子は定期積金と据置貯金１０）を貯蓄銀行の業務に追加するとともに，貯蓄銀

行以外のものが営むことを禁止するもので，改正後の貯蓄銀行条例第一条第二

８）中山増次郎（京橋区松屋町１―１）は三重県出身，「嘗って大阪に紙問屋を営みし事あり，
商機を捕ふるに巧み」（幹部，p１０３），明治３４年共栄貯金創立に携わり，明治３９年１２月時点
で共栄貯金株式会社常務（要M４０，p４０２），共栄貯金銀行常務，共栄貯金銀行取締役のみ
（要 T９役中，p１０６），共栄貯金銀行常務，関東絹毛紡織取締役，八丈島興業監査役（要 T
１０役中，p１３８），皇国銀行監査役４１０株主，共栄貯金銀行取締役８３５株主（２０期，T１３／６），
関東絹毛紡織取締役（要 T１１，p１３１），八丈島興業監査役（要 T１１，p２８），大正１４年８月４
日取締役辞任（２３期，T１４／１２，p８）
９）杉浦一郎（渋谷町上渋谷５４／小石川区戸崎町１２）は明治４年東京生れ，内国通運に２０余
年勤務後，明治３４年共栄貯金創立に携わり共栄貯金銀行常務・福井支店長（幹部，p１０３），
他に兼務なし（要 T９役下，p２０５），共栄貯金銀行２００株主（２０期，T１３／６），青島海運各取
締役，八丈島興業監査役（要 T１０役下，p３０７），関東絹毛紡織筆頭取締役（要 T１１，p１３１），
八丈島興業監査役（要 T１１，p２８），大正１４年８月１８日共栄貯金銀行監査役辞任（２３期，T
１４／１２，p８），皇国銀行旧株１５０株主（皇国銀行２５期，T１３．６，p２）
１０）定期積金は貯蓄銀行条例の第１条第２項３号に規定された「期限ヲ定メテ一定金額ノ給
付ヲ為スコトヲ約シ定期ニ又ハ一定ノ期間内ニ於テ数回ニ預金ヲ受入ルル」タイプの長期
性貯金であった。定期積金は「先づ一定の金額を給付すると云ふことを約束」するので「利
子計算ではない」（貯銀，p１３５）と条例審議の際に政府委員から説明されている。定期積
金では中途解約を原則として認めない（貯銀，p１３７）という難点があり，この不便を克服
するため「掛込金の範囲内での貸付は…以前から外務員により便宜行なわれていた」（貯
銀，p１３７）とされる。大正元年９月に５年ものの月掛貯金を開始した不動貯金銀行は，上
記の外務員による便法を制度化し，２年９月満期支払額を限度に貸付ける「特別貸金」制度
を開始したのが中途貸出制度の初期事例とされる。（貯銀，p１３７）「金が入用の時は簡単に
融通してくれ」（貯銀，p１３７）るとして，不動貯金銀行が４年預金高で業界首位に躍進す
る原動力の一つとなった。（貯銀，p２９８）不動貯金銀行の発展に刺激を受けて，「恐慌によっ
て信用を落した弱小な銀行や貯蓄銀行などが預金を集めるためには，集金という制度を利
用して，掛金を集めることが必要」（貯銀，p１３８）となり，定期積金業務が急速に発達し
てきた。
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項は定期積金，据置貯金を「営ム者ハ貯蓄銀行ノ業ヲ営ムモノト為シ，此条例

ニ依ラシム」とした。３年１０月末では定期積金（据置貯金を含む）業務を取扱

う金融機関としては普通銀行７６，貯蓄銀行２５４，無尽業など銀行類似会社９６社

がこれらの業務を営業中で，契約口数８４．３万，契約高１２０．８百万円，残高２，０２０

余万円であった。（貯銀，p１３１）

同時に制定される無尽業法の内容も既存の無尽業者にとって過酷なもので

あったため，大手の無尽業者たる共栄貯金は貯蓄銀行条例に準拠しつつ，従前

の定期積金業務を継続できる新たなビジネス・モデルの確立を目指した。すな

わち共栄貯金は「中産階級以下の金融機関として比較的長足の進歩を告げしが，

貯蓄銀行条例に抵触する処ありとて東京商事銀行を買収」（T１０．４．１９内報②）

し，傘下に収めた破産手続中の東京商事銀行１１）を３年８月１日まず共栄貯金

銀行と改称した（変遷，p１９８）上で，新しい共栄貯金銀行が，「大正三年十月

共栄貯金株式会社と合併」１２）した。この結果，「組織を変更して現時の共栄貯

金銀行に革め，同時に一新生面を拓き」（幹部，p１０２），本店を東京市神田区千

代田町２９，資本金１００万円，支店数は３５，新役員は専務戸田喜三郎，常務小出

熊吉，杉浦一郎，中山増次郎，酒井利吉，小出好太郎，星野虎吉，監査役石井

彦治，坂本善重となった。（T３．１０．２９読売①広告）共栄貯金銀行名での改称広

告の中で「今回共栄貯金株式会社は本行と合併し，従来の通り，至便なる信用

貸付と利益配当付の貯金を主とし，其他銀行一般の業務を懇切に取扱可候」（T

３．１０．２９読売①広告）と，あくまで旧共栄貯金側の主体性を強調した。

同行の新しい営業科目は定期積金，普通預金，小口当座預金，「其他銀行一

般の業務に従事すと雖も主として定期積金を奨励するを以て目的とす」１３）と自

１１）明治３３年３月２７日東京商事銀行として東京市日本橋区横山町３―１２に資本金２０万円，払
込５万円で設立，明治３３年１０月ころ東京商事銀行支払停止（M３３．１０東経），明治３９年の取
締役原猪作，鈴木重明，山口武次郎，監査役青木輔清（要M４０，p９６），明治４０年破産決定，
大正３年破産宣告後に協諧契約により復活した。（変遷，p５３６）同様な銀行として大正３
年６月１６日千葉の報国貯蓄銀行が破産宣告後，協諧契約により復活，王子貯蓄銀行へ改称
した例（変遷，p７２１，p８８），大正３年８月神戸地裁で破産宣告を受けたが４年１０月協諧契
約が成立し，債務を株式化した（能勢電気軌道『風雪六十年』昭和４５年，p４２）企業の例
がある。

１２）１７）２２）長坂金雄編『大日本銀行会社沿革史』大正８年，東都通信社，p７２
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称したように，あくまで従来路線にそって，貯蓄奨励のための積立金配当を謳っ

た定期積金に主力をおいて募集し，４年末では北海道だけで積金預金５１万円

（うち札幌支店約１０万円）を擁していた１４）。

貯蓄銀行条例の改正に先立って４年１月１５日認可された「株式会社共栄貯金

銀行定款」では同行の目的は「一般銀行事業及貯蓄銀行事業」（第一条），本店

は東京市，支店は３０，「尚業務ノ拡張ニ従ヒ支店出張所又ハ代理店ヲ設クル事

ヲ得」（第三条），営業は「一，諸預リ金。一，普通貯金，定期積金及据置貯金

…」（第二十四条）となっていた。

同行に特徴的な定款の規定としては「第四十条 毎決算期ノ株主配当金八朱

以上ヲ為シ得ルトキハ，其超過額ノ二分ノ一ヲ株主増加配当ニ，其二分ノ一ヲ

貯蓄奨励準備金トシテ控除ス」

「第四十一条 貯金者ニシテ本行所定ノ定期積金ヲ遅滞ナク蓄積シテ定額ニ

達セシメタルトキハ，前決算期ノ貯金総額ニ比例シ，前条積立金ヲ配当スヘキ

モノトス」というものであった。定款第４１条に規定した「利益配当付定期貯金」

のビジネス・モデルは不動貯金銀行１５）の不動貯金者に配当した制度や，後年

の相互貯蓄銀行１６）に先立つ定期積金の顧客への「利益配当付の貯金」（T３．１０．

２９読売①広告）として大いに宣伝に努め，「他に類例なき同行独特のものにて，

上流に大に歓迎さるるに至り，行運逐日隆昌を来しつつあり」（幹部，p１０２）

と主力商品の座を確立し，「多々益々発展して今や理想的の庶民銀行として斯

界の牛耳を執るに至れる」（幹部，p１０２）とまで自画自賛する契機ともなった。

１３）１４）金子郡平・金子信尚『北海道会社大商店辞書』大正５年，p４
１５）不動貯金銀行は大正１０年１２月創立２１年を記念して「今後は貯金者にも毎期株主配当と同
額の利益配当をなす事に定款を改め，其配当方法は毎決算期間中満期となりし不動貯金者
に配当する事と為し，其旨公表した」（T１０．１２．３０内報①）ため「申込著しく増加」（T１１．２．
１内報①）した。不動貯金銀行は浅井良夫「不動貯金銀行の発展構造」『一橋論叢』第８５
巻第１号，昭和５６年１月などを参照。

１６）我国で最初に相互主義を標榜し，大正１１年３月１日開業した第一相互貯蓄銀行は「純利
益の十分の八は預金者に配当し，残る十分の二を以て株主の配当となす」仕組を「当行独
特の考案に係るものにして我邦に於ては当行を以て斯業の元祖となす」（『一九二四年に於
ける大日本人物史』大正１３年，た p２６）とした。また後続の日本相互貯蓄銀行も「株主配
当を年六分に止め，残りの剰余利益金の十分の七以上を預金者へ利益配当として預入高に
応じ分配する仕組」（T１４．１．２０B）で大正１４年１月開業した。
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たとえば５年１月２７日の定期総会では当期純益金３７，３０１．４円を準備積立金

５，０００円，別途積立金３，０００円，役員賞与金３，０００円，株主配当金１６，２５０円と並

んで貯蓄奨励準備金への３，２５０円の分配を可決（T５．１．２８読売③），５年７月２６

日総会でも全く同様に貯蓄奨励準備金３，２５０円の分配を可決した。（T５．７．２７読

売③）

また行内で通称「丙貸」と呼ぶ「積金ノ範囲内ニ於テ其幾割カヲ貸付ケタル

モノ」，「丁貸」と呼ぶ「預金者積金者ニ対シ，其預金積金ヲ担保トシテ貸付ヲ

為スモノ」（管財，p４）とする簡便な預金者貸付が制度化されていた。これら

「至便なる信用貸付と利益配当付の貯金」（T３．１０．２９読売①広告）のビジネス・

モデルが行名に謳った「共栄貯金」の所以でもあろう。

同行は貯蓄銀行条例改正を見越し，早目に対処してビジネス・モデルを確立

したものと考えたのであろうが，どうやら万全ではなかった。５年１月１日か

ら施行された改正貯蓄銀行条例により，同行の最大の売り物である「定期積金

者に対する給付補填金を制限せられ，自然収益の減殺を免れざる事となり」（T

１０．４．１９内報②），以後も大きな制約条件として作用した。４年末では本店を東

京市神田区千代田町２９，全国に支店３０余，代理店５０余，明治４４年に進出した北

海道には函館，小樽，札幌，旭川に４支店，東北には会津若松，福島，仙台，

盛岡，米沢，秋田，弘前，青森の８支店，中部には静岡，敦賀，福井，金沢，

富山，長岡の６支店，近畿には大津，京都，大阪，和歌山，神戸の５支店，中

国四国には岡山，広島，松山，下関，愛媛の５支店，九州には門司，小倉，若

松，福岡，佐賀，長崎，久留米，熊本の８支店という具合に，全国各地に比較

的バランス良く３６支店を配置していた１７）。

５年７月中心人物の専務戸田喜三郎が死亡し，重役陣は専務酒井利吉１８），

常務小出熊吉，取締役杉浦一郎，中山増次郎，小出好太郎１９），星野虎吉２０），

１８）酒井利吉は明治５年７月埼玉県生れ，下谷区で愛実小学校を設立経営，明治３４年共栄貯
金創立時の常務・仙台支店長，共栄貯金銀行専務（幹部，p１０３），共栄貯金銀行１００株主（２０
期，T１３／６）

１９）小出好太郎（牛込区市谷田町２―２２）は小出熊吉の義弟（人，こ p７），小出熊吉の妻「阿
く利」の父・小出嘉門の長男，明治６年東京に生れ，米国留学後，日本模造皮を創立経営，�
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監査役坂本善重，大石玄留，支配人芳村友之丞２１）となった２２）。戸田専務なき

後，「一時同行の営業方針に変化なきやを疑はれ」（T１０．４．１９内報②）たが，

後任専務の「酒井利吉氏専ら内部の充実主義を執りしため，大正六年度以来毎

期年五分の配当を持続」（T１０．４．１９内報②）した。この時点では小出はまだナ

ンバー２の座にとどまっていた。

９年１２月では本店神田区千代田町２９，支店数３１，資本金１００万円，払込３２．５

万円，諸積立金５４１，６５５円，定期預り金３，８５２，１１１，特別当座預り金１，６７７，２７３，

普通預金４，００９，３５１，手形・証書貸付８，０２３，５７４，所有有価証券９２４，３６７，営業

用以外不動産９４，６４３，繰越・当期純益金３１，３７０円，配当年５％であった。（要

T１０，p２０）この時点では既に小出熊吉がトップの専務の座に就いていたが，

彼の持株２５０株はまだ第４位であった。しかし義弟の小出好太郎を取締役に据

えるなど，徐々に経営を私物化する傾向が見受けられる。その他の役員は常務

中山増次郎，常務星野虎吉，取締役星野利吉，小出好太郎，監査役杉浦一郎，

大石玄留，支配人芳村友之丞，非役員大株主①盛家亀次郎２３）３５３，②戸田勝男２４）

２７２，③針生権十郎（仙台）２６７株であった（要 T１０，p２０）。

家業の煙草元売捌業が官営化されて共栄貯金銀行に常務として入り，「資性剛毅，才気を
温容に包みて現さず，世才に長じて居る」（幹部，p１０３）と評され，所得税６７円（紳 T１１，
中 p１８６），共栄貯金銀行常務のみ（要 T９役下，p２５）で５０株主（２０期，T１３／６）

２０）星野虎吉（函館区西川町１）は東京出身，陸軍御用商として「斯界では相当鳴らした人
物」（幹部，p１０３）であったが，共栄貯金銀行に入り長崎支店長を経て，常務として「本
店に行務を統べて居る，資性温順，真面目を以て終始し，資産も却々ある人」（幹部，p１０３）
と評された。共栄貯金銀行取締役のみ（要 T９役上，p１０５，要 T１０役上，p１２９）１０５株主（２０
期，T１３／６）大正１４年８月４日取締役辞任（２３期，T１４／１２，p８），皇国銀行１５０株主（T１３／
６）
２１）芳村友之丞（神田区千代町２９）は三重県桑名の生れ，明治３２年明治大学卒，軍籍を経て
明治４３年共栄貯金銀行に入り内務部長を経て支配人となり，７２株主（２０期，T１３／６），「法
理に通暁せる事務的才器にして毎に内外の行務を処理して些も違算なく，同行の新智識」
（幹部，p１０３）と評され，青島海運，日本特殊インキ，関東絹毛紡織各取締役（要 T１０役
中，p２３），関東絹毛紡織監査役（要 T１１，p１３１）を兼ねたが，大正１４年８月１日共栄貯金
銀行支配人辞職（２３期，T１４／１２，p８）

２３）盛家亀次郎（神田区岩本町６）は東京市場建物，埼玉自動車各取締役（要 T１１役下，p
２２６）
２４）大正５年７月死亡（T１０．４．１９内報②）した故戸田喜三郎専務の関係者か。株主名簿では
篠原金七が後見人（２０期，T１３／６）

�
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９年度では前期末に比して預金は増加し，当時帝国興信所も「基礎漸次強固

となり，此種銀行としては内容比較的充実するものといふべし」（T１０．４．１９内

報②）とかなりの高評価をした。１０年度末の預金高１，１２５．０万円は貯蓄銀行業

界で①不動貯金銀行１２，８５４．６万円，②東京貯蔵銀行５，１００．８万円，③大阪貯蓄

銀行５，０２５．４万円，④川崎貯蓄銀行４，４４６．９万円，⑤安田貯蓄銀行３，３５９．６万円，

⑥東京貯蓄銀行２，４５３．４万円，⑦新潟貯蓄銀行１，２０３．９万円に次ぐ第８位に相当

する上位行の一角を占めていた。（貯銀，p１８４～５）一応この頃までは，大手貯

蓄銀行に次ぐ地位を保っていたことから，同行のビジネス・モデルも相応の機

能を発揮していたことは間違いなかろう。

しかし昭和元年末の預金高は９６２．８万円に減少しており，貯蓄銀行業界の預

金高順位も岡山合同貯蓄銀行，名古屋貯蓄銀行，内国貯金銀行，愛国貯金銀行

などに抜かれて１４位に転落するなど長期低落傾向は歴然としている（貯銀，p

１８４～５）。そして翌昭和２年４月１５日東京区裁判所から破産宣告を受けた。こ

の間の専務・頭取として在任し，当然に業績不振・破綻の責任を負うべき小出

熊吉についてその「虚業家」的ともみえる問題行動を以下に取上げたい。

�．小出熊吉

１．小出熊吉の略歴

小出熊吉（京都市下京区室町姉小路西入／豊多摩郡中渋谷７３２）は明治元年

９月１０日東京府平民大関与四郎の次男に生れ，小出好次郎の義兄，明治２６年５

月先代小出嘉門の長女阿く利の入夫となり，家督相続（人，こ p６），「嘗って

仁寿生命保険に在り，枢機に参与して大に努力しつつありしが後ち転じて」（幹

部，p１０３），明治３９年１２月時点で本郷区元町２―６６，共栄貯金株式会社監査役の

み（要M４０，役 p４１４），「実業界に入り，共栄貯金銀行の前身たる共栄貯金株

式会社取締役たりしが，組織変更後，引続き常務取締役として同社京都支店を

監督す」（人，こ p６），共栄貯金銀行「常務取締役となり爾来京都支店長を兼

ねて中国方面の行務発展に尽瘁し以て今日に至る。思想頗る堅実，斯界の老練

家として名あり」（幹部，p１０３）と評された。関係した企業も数多く，関東絹
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毛紡織監査役（要 T１１，p１３１），１０年５月恒産銀行が改称した皇国銀行代表取

締役（要 T１１，役下 p２８），共栄貯金銀行専務２５０株主（要 T１１，p１８），１３年６月

では旧８０，新１７０，計２５０株主（２０期，T１３／６，p１７），カルチウム鉱泉取締役（要

T１１，p１２４），八丈島興業，相模窯業各取締役，日本水電，関東絹毛紡織各監

査役（要 T１１，役下 p２８），日本鋲釘取締役（要 T９，p６７），木谷黒鉛電化監査

役（帝 T１１職，p４２２）等を兼ねた。また小出は昭和２年９月３０日現在で東京渡

辺銀行の９７，９５２円の大口貸出先となっている２５）。

２．「津下事件」での小出熊吉の行状

冒頭に紹介した「印紙魔」津下精一の投融資先の関係者として小出熊吉の名

前は数か所に登場し，反対政党からは政友会系「香川知事ノ一味徒党タル共栄

貯金銀行専務ノ小出熊吉」（質問，p１２）との位置付けが与えられている。具体

的には①共栄貯金銀行への１５万円の預金（T１０．６．５九州），②岡山県児島湾埋

立工事，③東京煉瓦事業計画に１万円出資（T１０．６．５福日），④秋田県山本郡

富根村の開墾事業，⑤大東銀行などである。このうち①は津下が印紙１５万円を

「東京市神田区千代田町共栄貯金銀行ニ預入シ在リシヲ，同銀行理事原口英雄

カ之ヲ精一ニ渡シタ」（質問，p６）とされる。②の岡山県児島湾埋立工事は名

義上共栄貯金銀行が香川輝岡山県知事（津下の債務者）に出願したが，「本件

ハ香川知事カ精一ノ恩顧ニ酬ユヘク出願ヲ慫慂シタルモノニシテ…実際ノ権利

者ハ精一」（質問，p１２）「実際の出願者は〈津下〉精一なり」（事件，p６）と

された。以下④と⑤を詳述する。

３．秋田県山本郡富根村の開墾事業

津下精一は大正７年１２月～１０年１月の間に共栄貯金銀行専務小出熊吉との共

同事業（T１０．６．５大毎，東日，福日）である秋田県山本郡富根村開墾事業に最

大で１８万円（一説には１５万円）を出資したと報道された。各紙により金額に差

異があるが，大毎，東日，福日では小出との共同事業に７万円出資したほか，

小出へ１５万円を貸付けたとされた。津下は公判で秋田県の事業等に出資した理

２５）日本銀行（調査局）「東京渡辺銀行ノ破綻原因及其整理」昭和４年５月，『日本金融史資
料 昭和編』第２４巻，昭和４４年，p４５５～
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由を裁判長から訊問され，「森林鉱山開拓事業等，秋田方面が有利だと頭に感

じたので，多く力をいれ…八年六月頃秋田青森福島方面に二十万円足らず投資」

（T１０．９．１０法律）したと供述したが，津下が「曽て朝鮮全羅南道竹成里の金

山調査を委託した」「秋田鉱山専門学校出身の鉱山技師」（T１０．６．５大毎号外）

が一連の秋田関連投資の背後にいたものと報じられた。衆議院での田中万逸代

議士の質問によれば，秋田県由利郡森林開拓事業（２万円），八郎潟開拓事業，

斉内川水力電気，玉川毒水調査（２万円），秋田県下六江村開拓事業（５千円），

秋田県下久喜村開拓事業（４千円）（T１０．６．５河北）等を含めて，津下「ヲシ

テ三十余万円ヲ支出セシメタル秋田事件」（質問，p１０）で，八郎潟払下げを狙っ

た津下は「先づ恩を施してある政友会代議士の某を通じて床次内相に近付き」

（T１０．６．５大朝），床次「内相ハ岡山県知事香川輝ノ紹介ニヨリ精一ニ面会…

大正八年初夏精一ノ事業ヲ援助スル目的ヲ以テ秋田県知事名尾良辰ニ対シ精一

ヲ紹介」（質問，p１０）するなど，「床次氏が便宜を計ってやった」（T１０．７．２６

大毎⑪）結果，津下は「マンマと払下げを受け」（T１０．６．５大朝）たとする。

秋田県知事「名尾氏の妻女が大阪の埋立事業家・平林甚輔２６）氏の親戚に当り，

名尾氏は古賀廉造の親族になる」（T１０．６．５大朝）という姻戚関係が背景にあ

り，八郎潟は平林，津下の共同事業とされた。（T１０．６．５大朝）

一方の秋田県富根開墾問題等でも後述の大東銀行創立事件でも「骨を折って

ゐた」（T１０．８．６大毎⑦）岡山県知事の「〈香川〉輝は種々の肝煎を為し」（事

件，p６）たとされた。同事件の共謀者とされた他の被告も津下は「秋田県の

開墾事業に投資して三十万円必要だが，之が設立さへすれば，前の二十万円を

返す…私に経営して居る会社の枢要な地位にしてやるとの話もありました」（T

１０．９．１０法律）と供述しており，将来は秋田県の開墾事業を会社組織にする予

定であったことになる。

一方共栄貯金銀行側の記録では「頭取小出熊吉名義ヲ以テ秋田県山本郡富根

２６）平林甚輔は蔵内次郎作の横浜倉庫買占に関与した北浜取引員，綿布商，鉱山業，屋久島
金山，大和の能勢川銅山５０万坪を所有（T６．１０．９内報③），大和鉱業社長，紀和索道取締
役，合同土地信託監査役（要 T９役下，p１７６），備前鉄道取締役，帝国エレベーター製造
監査役（要 T１０役下，p２６３），大正１１年１月大阪湾土地を設立し社長（帝信 T１４，p２７３）
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村ノ村長ト契約シ，小出氏側ヨリ一切ノ費用ヲ支出シ，同村地内ノ原野山林畑

二百〇一町歩ヲ水田ニ開墾シ，耕地整理ノ完了後，造田面積中八十町歩ノ分配

ヲ受クル権利ヲ有シ，既ニ十数万円ヲ之ニ投資」（管財，p７）した。津下が１８

万円を出資したとすれば，小出名義での投資である十数万円はほぼ全額が津下

からの資金であったことになる。１０年津下事件発覚後，津下の所有権が登記さ

れていた「秋田県富根村の土地（時価十万円）」（T１０．６．５大朝号外）は津下所

有の現金，印紙等とともに真っ先に逓信省当局から差押えを受けた。その後共

栄貯金銀行の破綻が近付くにつれ，資金難から「小出氏ハ近頃開墾ニ必要ナル

経費ノ支出ヲ怠リ居リシニ付，村民側ハ債務不履行ヲ名トシテ契約ヲ解除セン

トスル意向デアリ，若シ然ルトキハ将来ノ利益モ亦過去ノ投資モ全然損失ニ帰

スル」（管財，p７）ため，昭和２年４月１５日破産宣告後，当該権利を継承した

同行「破産管財人ハ屡々村民ト交渉シタル末，緊急已ムヲ得ザル費用若干金ヲ

支出シテ，契約上ノ権利ヲ保全スルト同時ニ，百方該事業ヲ引受クベキ者ヲ物

色シタルモ，適当ノ後継者ヲ得マセン」（管財，p８）とされ，処分が困難な物

件であることが明白であった。なお『二ッ井町史』にはほぼ同時期に旧富根村

の土地を「山木清氏が事業費を出し，開田工事を行なったが思わしくなく，そ

の後何人もの人が取り組んだがことごとく失敗」２７）した上野土地改良区など，

開墾に失敗した事例が記載されており，当地の開墾事業のリスクを示している。

４．大東銀行

この大東銀行計画は一見荒唐無稽な絵空事のような印象が否めず，どこまで

２７）『二ッ井町史』昭和５２年，p３１８。なお旧富根村をも含む市川堰開墾事業でも新潟県の大
地主市川辰雄が大正期に私費６７万円を投じて市川合資として大規模な開墾に着手したもの
の，昭和７年に撤退，斉藤信託（斎藤家経営の仙台信託の俗称か）が肩代わりするなど，
苦難が語り継がれている。なお『八郎潟干拓事業誌』では農商務省技師可知貫一が大正１１
年実地調査して纏めた可知案が戦後に実現した干拓計画の発想の骨子（八郎潟干拓事務所
『八郎潟干拓事業誌』昭和４４年，p１～３）とするが，大正１１年以前の開発案には言及し
ていない。また強い硫化水素を多量に噴出する有毒泉の渋黒温泉が上流で流れ込むため魚
類が生息できない「玉川は毒水が流れて居ると云はれて居た為」（T１０．６．５大毎号外），津
下が「大正八年七月秋田県六郷村の開墾事業を始める際には水源調査を行ふ必要があると
て，一万五千円を投じて当時我国に居た独人技師に委託し陸軍省に願って護衛兵を付して
貰ひ調査をなし」（T１０．６．５東日）た。
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ママ

が真実なのかはかり兼ねる面もある。これは「北京政府財政部長李経珍から阪

西中将２８）の手を経て，民国元年発行の公債七十万元を買収すれば，支那大東

銀行設立を認可すると云ふ虚構の説を記し，八年十二月二十八日東京共栄貯金

銀行専務小出熊吉，同主事原口英雄が北京に出張し，殆んど昔の七十万元を二

十万元に買収せしめ，更に支那銅貨鋳造の特許を得たと称し，東京某寺住職大

僧正小継達吉を合金学者と触れ込ましめ，津下を胡麻化さんとした」（T１０．８．

７佐賀）ものとされた。しかし津下の長男の東洋が「支那に赴き，前記の公債

を調べた所，同公債は未発行の物で紙屑同様の物と判り，其由を父精一に報告

した」（T１０．８．６大毎⑦）ため，津下は一旦は出資を拒絶した。しかし南洋製

糖社長で元樺太民政長官の平岡定太郎に密接に関連する「東京日支貿易商赤沢

晋」（T１０．８．７佐賀）らの「策士団は甘言を弄して一たびカブリを振った津下

を納得させ，民国元年公債七十万元で二十万円を津下から引張り出し…赤沢一

派は津下から取った二十万円で現在支那に大東銀行を設立」（T１０．８．６大毎⑦）

したという。まるで雲を掴むような話のようでもあるが，現に「株式会社共栄

貯金銀行整理案」に添付された昭和２年１月２８日現在の同行の B／S資産の部

には「大東銀行勘定」１４，７８０円２７銭が計上されており，同行から大東銀行側へ

の資金移動の存在が確認出来る。小出ともども虚構の主役を演じたとされる原

口英雄（赤坂区青山北町５丁目）も共栄貯金銀行理事・５株主（２０期，T１３．６），

関東絹毛紡織取締役（要 T１１役上，p６９），大正１４年１月辞任した岩田三平２９）の

後任として皇国銀行取締役に選任（皇国２７期，T１４／６，p１６），１５年５月２８日共

栄貯金銀行支配人を辞職（２４期，T１５／６，p７）した小出の側近中の側近とし

２８）坂西利八郎は明治３年１２月１６日坂西良一の長男に生れ，２５年陸軍砲兵少尉，野戦砲兵第
六連隊中隊長，参謀本部々員，野戦砲兵第一連隊付野砲兵第九連隊長等を歴任，「明治三
十七年清国直隷総督遠世凱に招聘せられ，主として北京に駐在し，有数の支那通なり」（人，
T７，は p１０），とされ大正６年８月陸軍少将となり，「参謀本部付として枢機に参す」（人，
T７，は p１０）る一方で，北京駐在の支那軍事顧問，辺防軍を訓練した。山本四郎『坂西利
八郎書簡・報告集』刀水書房，１９８９年，参照。

２９）岩田三平は埼玉県出身の小樽の木材商，道有林伐採で巨利を占め，大正５年三上豊夷，
三井徳宝と北辰社を買収，内国通運取締役２，８８０株主，富士生命を乗取り「気質大胆，怪
腕，我が儘ニシテ…利ニ敏」（昭和１０年１１月１５日日銀小樽支店長報告，日銀＃３８７）な「強
カモノ」との評あり。



老舗庶民金融機関のビジネス・モデル変容と頭取の「虚業家」的性格 ７３

て実在の人物であった。衆議院で田中万逸代議士の質問によれば，津下からの

横領金６２．５万元を投下した「大東銀行創立事件」は古賀拓殖長官，平林甚輔や

「常ニ精一ト暗号電報ヲ交換シ居タル…香川知事カ公務ヲ抛擲シテ精一ノ利権

獲得幇助ノ為メ馳奔尽力シタル」（質問，p１１）ものの一つであるとしている。

しかし「大東銀行創立事件」は「司法官憲に於ては之を不問に付し，此不完全

極まる予審調書に依り公判を続行し，頻りに之が予審を急ぐの態度を取る」（事

件，p６）とされ，ほとんど内容は公開されないまま闇に消えた。

�．皇国銀行買収

大正１０年４月共栄貯金銀行重役はなんらかの局面展開を意図して「資本金二

百万円の新銀行設立を計画中に在り，該銀行は全国神職と連絡を計り，神社の

基本金を取扱ふ特殊の銀行にて，共栄貯金の別働銀行となす予定なるが，既に

靖国神社，厳島神社，塩竈神社，其他各地の神職と諒解あれば近く認可申請を

提出する運び」（T１０．４．１９内報②）と報じられた。１３年６月末でも株主には神

宮奉斉会理事，同大垣本部長，愛知本部長，宮城本部，阿夫利神社，湊川神社

宮司などの肩書ある株主が名を連ねており，ある程度各地の神職の賛同が裏付

けられる。（皇国２５期，T１３／６）しかし共栄貯金銀行自身がすでに一般銀行業

務を営んでいたから，別働銀行を必要とする必然性は乏しく，どのような成算

があったのか甚だ疑問である。おそらく神職団体側にもともと存在した機関銀

行構想に共栄貯金銀行側が乗っかっていったものかと推測される。その後新銀

行設立の計画は既存銀行の恒産銀行を買収することに変更された。恒産銀行の

前身は松谷元三郎が支配した朝日銀行３０）で，その後も目まぐるしい改称を繰

り返した後に「貯金魔」高柳淳之助３１）のパートナー大迫利亮らが経営してい

た。５年７月７日帝国実業銀行から恒産銀行へと「改称以来大いに活動せり，

而して本行は株式会社富強世界社及び大迫商事株式会社などと姉妹会社にて，

３０）朝日銀行は拙稿「『虚業家』による泡沫銀行の利権保有と鉱業投資―松谷元三郎らによ
る朝日銀行，釧路炭砿への関与を中心に―」『彦根論叢』第３６０号，平成１８年５月，参照。

３１）高柳淳之助とそのパートナーは拙稿「“虚業家”集団『高柳王国』の形成と崩壊―大衆
資金のハイ・リスク分野への誘導と収奪―」『彦根論叢』第３５１号，平成１６年１１月，参照。
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相当の地盤を有せり」３２）と自称したが，札付きの不良銀行と考えられる。

１０年５月恒産銀行が皇国銀行と改称（変遷，p２４８），東京市神田区鍋町，資

本金十万円全額払込，「現在資本金二百万円ニ増資」（要 T１１，p１６）代表取締

役小出熊吉らであった（要 T１１，役下 p２８）。１２年末現在の『第三十回 銀行

総覧』（大蔵省銀行編纂）には「株式会社皇国銀行 本店神田区鍋町 支店数

空欄 資本金２，０００，０００円，資本金払込高５７５，０００円，設立年月日 明治２９年

１２月１０日，代表者氏名 岩田三平」３３）と，岩田三平に変更されている。昭和３

年７月２７日皇国銀行は「銀行法第二十三条及第二十七条に依り」（S３．１０．２８法

律）営業免許取消（変遷，p２４８），解散となった。清算人は岡田市治であった。

（S３．１０．２８法律）

�．共栄貯金銀行の破産までの経過

大正１０年７月１日共栄貯金銀行の小口債務者の一人である鈴木成作は６９３円

の執行異論の反訴を提起した。また安井昌三より６３０円の債権支払訴訟を受け

た。（T１０．１０．１３内報②）こうした訴訟が頻発する背景として，同行は旧無尽

会社時代からの信用貸付金約３１万円が回収困難であって，「稍々其見込みあり

と認むる債務者に対しては厳重なる督促を為しつつある…等の事情上，訴訟沙

汰相亜ぎ，小口債務者の財産仮処分を受くるものも多数に上れる」（T１０．１０．１３

内報②）ためであった。こうした事情から，帝国興信所は訴訟沙汰の「面倒も

起り，内情可成り複雑を極め居る模様に観ぜらる」（T１０．１０．１３内報②）との

警告に近い内容の業況を報じた。

１１年１２月２９日京都市に本店を置き，大阪も地盤とし，高倉為三が実権を握っ

ていた日本積善銀行が休業した３４）。この余波を受けて京和銀行，京和貯蓄銀

行，報徳銀行，報徳貯蓄銀行，下谷銀行，高平銀行，四谷銀行，国民銀行，大

３２）前掲『大日本銀行会社沿革史』，p７３
３３）大蔵省銀行局編『第三十回 銀行総覧』大正１３年，p５８
３４）日本積善銀行は拙稿「大正バブル期における起業活動とリスク管理―高倉藤平・為三経
営の日本積善銀行破綻の背景―」『滋賀大学経済学部研究年報』第１０巻，平成１５年１２月，
参照。
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分銀行などが１２月にかけて順次休業に追い込まれた３５）。

こうした不穏な情勢の下で共栄貯金銀行も１１年１２月期には「不況時ノ常態ト

シテ一般銀行預金ハ漸減ノ趨勢ヲ示シ，貸付ノ回収ハ遅々トシテ行ハレサルノ

現状ニアリ，本行此間ニ処シテ捗々預金ノ吸集ニ力メタルモ，偶々年末ニ際シ

関西ニ於ケル一銀行ノ破綻ニ端ヲ発シタル銀行取付騒ハ意外ニ拡大シテ，一般

ノ危念ヲ昂メ，本行亦其波及ヲ蒙リテ預金ノ引出シ夥シク…払戻高ハ一千七十

二万七千余円ニ上」（１７期，T１１．１２，p２）った。折しも共栄貯金銀行は１１年

１２月３１日現在例外的な「認可ヲ受ケザル株式」（１７期，T１１．１２，p１９）として

佐賀商工３６）＠１７．５円払込，２００株，金沢電気軌道＠４０．０円払込，５０株を保有す

るに至った。（１７期，T１１．１２，p１９）

この取付を契機として共栄貯金銀行は急速に資金の逼迫度を強めていったも

のと思われる。さらに１２年９月１日関東大震災の「震火ニ因リテ，旧館及所有

家屋ノ全部ト，新館ノ一部ヲ焼失シ，並ニ横浜代理店ヲ全焼…不幸預金者名簿

ヲ焼失…十月下旬ニ至リ漸ク開店」（１９期，T１２．１２，p２）する有様であった。

１４年には無尽時代以来の古参重役・幹部の辞任が相次ぎ，８月には「同行に

は功労の多い」（幹部，p１０３）取締役星野虎吉，「功の尠なからざる」（幹部，p

１０３）中山増次郎，「同行の創立に携はり…同行柱石の一人として上下に信望篤」

（幹部，p１０３）い監査役杉浦一郎，明石梅吉，支配人芳村友之丞がそれぞれ相

次いで辞任・辞職するという異例の事態が生じた。（２３期，T１４／１２，p８～９）

辞任の内実の理由は未詳であるが，大量辞任の直前，１４年７月７日臨時株主

総会で取締役にそれまで当行との縁の乏しかった樋口美津雄，吉野小一郎３７），

竹友安治郎３８），監査役に清水孫乗，渡辺種樹が一挙に選任（２３期，T１４／１２，p

３５）『日本銀行調査月報』大正１１年１１月～１２年１月『日本金融史資料 明治大正編』第２１巻
所収

３６）取得時期から見ておそらく田中猪作，山口練一など佐賀貯蓄銀行事件関係者等への融資
の担保流れと推測される。佐賀商工は大正８年６月佐賀市蓮池町に資本金１００万円で諸物
品売買其他を目的として設立され，取締役は山口練一，監査役は大中正澄ら（要 T９，p７），
積立金１，１００円，利益金２０，２０７円，配当率１２％（通覧，p１１９１）

３７）吉野小一郎（奉天千代田通２）は哈爾賓取引所専務理事，中華煙公司代表取締役，南武
鉄道取締役（要 T１１役中，p１６，帝信 T１４，p１）
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７）されたという事実がある。

樋口美津雄（西巣鴨宮伸２１４９／京橋区北槙町１４）は東京渡辺銀行の一般貸付

先に１，４０７，７６８円貸出の会社員３９）として登場するが，本職は開業年月…の「貸

金」（帝信 T１４，p３６６），「金融仲介，開業不明」（帝信 S１１，p４１９）で，若尾銀

行の内部検査でも貸金・金融仲介業の「樋口美津雄氏ノ如キハ不良ノ質ヲ帯ブ

ル相手」４０）と判断されていた。８年末に鈴木久次郎ら数人と東京ベルト工業発

起人となったが，同社不成立のため創立費用５，６千円を一手に背負い込み，

七十七銀行支店長の藤田茂より融通を受け，後に訴訟となった。（T１１．８．６内

報②）１５年４月１４日前述の別働隊たる皇国銀行頭取にも就任し，新株１０，５００株

を保有する筆頭株主となった４１）。

１３年６月期までは持株はなかった樋口美津雄という「不良ノ質ヲ帯ブル」貸

金・金融仲介業者が１５年６月に旧１５０，新１２０，計２７０株の大株主に躍進し（２４

期，T１５／６，p１１），新株２２０株主の小出頭取を凌駕するとともに，１４年７月７

日仲間と思しき連中と取締役に就任し，小出頭取に次ぐ専務取締役となって実

権を掌握しつつあることに古参役員多数が嫌気をさして連袂辞任した可能性が

指摘できよう。この大量辞任のころから同行の資金調達ぶりには何故か異常さ

が目立つようになる。

同行は登記上１５年４月１７日本店土地建物を担保として近江銀行から巨額の

６４３，２３２円８７銭を借り入れた（管財，p７）ことになっているが，後年に就任し

た破産管財人は「此ノ貸借ニ付テハ容疑ノ余地ガアッタ」（管財，p７）として，

借入の経緯などに関し相当に懐疑的であった。また著名な高利金融業者である

乾新兵衛は１５年１２月２日共栄貯金銀行所有の全３５の支店・代理店用不動産の中

の大半を占める「二十九ケ所ニ第一番抵当権ヲ設定」（管財，p６）し，２０万円

３８）竹友安治郎（豊多摩郡渋谷町下渋谷１６３）は東海生命取締役支配人（要 T１１役中，p６２，
帝信 T１４，p１６２）

３９）４２）前掲「東京渡辺銀行ノ破綻原因及其整理」，p４５５～６
４０）池上和夫「若尾銀行の破綻と銀行動揺」石井寛治・杉山和雄編『金融危機と地方銀行』
東京大学出版会，平成１３年，p２０６所収

４１）皇国銀行『第二十九期営業報告書』大正１５年６月，p３，「株主名簿」p１
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（登記上は先取金利分を含み３０万円）を融資した。

小出頭取の動静については破綻時に「目下病気で休んでゐる」との消息が新

聞で伝えられているが，現に１５年６月１０日，６月２５日の臨時株主総会で議長席

に着いたのは本来の職責者たる小出頭取でなく，二度とも樋口美津雄専務で

あった。（２４期，T１５／６，p７）最も重要な総会議長職を樋口専務が代行してい

ることから考え，小出頭取は健康上の理由等もあってすでに同行の実権を掌握

できなくなっていた可能性もあろう。

さらに時期は未詳だが，「東京渡辺銀行ヨリ預金債権元利三十七万千四百三

十七円五十九銭ノ債権ヲ有スル旨届出ガアリ」（管財，p７），東京渡辺銀行の

「一般大口貸出内訳 昭和二年九月三十日現在」４２）でも小出熊吉（会社員）に

対して９７，９５２円の貸付が存在したことになっている。また破綻後に破産管財人

は小出への債権額に近似の「東京渡辺銀行ニ対シ貸金債権九万九千百十八円五

十銭ヲ譲渡シタ」（管財，p８）など同行側と東京渡辺銀行との債権債務関係は

かなり複雑かつ法的に錯綜していたように思われる。

こうした一連の異常な事態を説明する一つの仮説として，「不良ノ質ヲ帯ブ

ル」樋口美津雄が「其資金ヲ乾合名会社（又ハ乾新兵衛氏）ヨリ供給ヲ受ケ」４３）

ていた「神戸市ノ乾新兵衛代理人西川末吉」４４）の場合と同様な「ブローカー」４５）

であったと仮定すると，主人筋の乾新兵衛の意向を受け支店「二十九ケ所ニ第

一番抵当権ヲ設定」（管財，p６）するという過酷な条件を丸飲みする「乾新兵

衛の番頭」（T１５．３．８福日）と同様な役割を果したことになる。共栄貯金銀行

では西川末吉の姿は資料面で確認できなかったが，姉妹関係にある皇国銀行で

は縁者と思しき西川得三・累ともども新株５００株主４６）として，遅くとも１３年６

月期には登場しており，代物弁済等による取得など明らかに乾＝西川ラインの

介入が存在し，何らかの積極的な意図を有していたことはうかがえる。おそら

４３）昭和４年７月〈アキ〉日付「念書」『山十製絲文書』S４―６９，横浜開港資料館所蔵
４４）昭和８年（れ）第９７７号，昭和８年１２月１８日第一刑事部判決，事実，『大審院刑事判例集』
第１２巻下，p２３６３

４５）「素性調書」『山十製絲文書』S５―３４，横浜開港資料館所蔵
４６）皇国銀行『第二十五期営業報告書』大正１３年６月，株主名簿，p１



７８ 山下一道助教授追悼号（第３６６号） 平成１９（２００７）年５月

く同行が皇国銀行を買収した資金をはじめ，小出頭取の放漫な「虚業」関与等

の調達先に乾らの高利資金が含まれていた可能性を示唆するものであろう。

むすびにかえて

以下は具体的な資料が未入手であって，既知の東京渡辺銀行における乾側の

高利金融業者としての行動パターンからの類推であるが，ほゞ同時期に同様に

破綻した東京渡辺銀行直系の渡辺倉庫の場合，乾新兵衛は義弟の「阿部純隆を

同年七月十七日…社長に就任せしめ同会社の業務一切を担当しその実権を掌中

に納め」４７），渡辺倉庫社長の立場で阿部は乾との「契約書に基き前記倉庫其他

一切の財産を現実に引渡さしめ…無資産となし全然其営業をなす能はざる損失

を蒙らしめ，同会社を廃滅せしめ」４８）た。乾新兵衛はこの頃九州地区を例にと

ると大分銀行４９），大分商業銀行，筑朝銀行，神崎実業銀行等の諸行に広く大

口債権者として関与した。また乾が「関東方面の契約は西川末吉君を替玉に遣

ふ」５０）といわれた西川末吉は乾合名の代理人と見做される人物で，買占めを意

図した芸備銀行５１）では昭和２年６月期に安黒一枝名義の３万株を引受け，第

２位１１，５２５株もの大株主となって総会を紛糾させている。

もし乾新兵衛が共栄貯金銀行でも大口融資先の東京渡辺銀行の場合と同様の

戦略を採ったと仮定すると，配下と思しき金融ブローカーの樋口美津雄あたり

を同行に送り込み，実権を掌握させた上で，自己に最も有利なように同行支店

地所という優良担保多数を押さえ込み，債権金額に比して過大な第一順位の抵

当権を設定させた荒っぽい筋書きも当然に想定される。樋口美津雄の名が東京

渡辺銀行の貸付先にも登場し，共栄貯金銀行でも東京渡辺銀行との間に預金取

引や貸金債権譲渡など錯綜した関係が生じている一見不可解な事実も，大口債

４７）４８）渡辺倉庫事件予審「決定書」（S５．１２．６『岩手日報』）
４９）大分銀行は拙稿「湯布院・別府の観光開発の先駆者・小野駿一と油屋熊八」『滋賀大学
産業共同研究センター報』第２号，平成１５年６月，参照。

５０）石山賢吉『庄川問題』昭和７年，p１６１
５１）芸備銀行は拙稿「投機的資本家集団と銀行乗取―芸備銀行株主総会紛糾事件を中心とし
て―」『彦根論叢』第３１２号，平成１０年３月，参照。
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権者である乾新兵衛が東京渡辺銀行と共栄貯金銀行の両行を完全に牛耳って，

債務者として立場の弱い渡辺六郎や小出熊吉などに対して，債権の一部肩代わ

りや役員人事を含む様々な無理難題を次々に押しつけた結果と解することもで

きよう。また同時に共栄貯金銀行の創設メンバーともいうべき古参役員が樋口

一派の跳梁跋扈を甘受する小出頭取にはついに堪忍袋の緒が切れて，永年の同

志的関係と訣別したか，あるいは高利貸に食い散らされる直前に逃げ出したと

も解釈可能であろう。いずれにせよ，共栄貯金銀行の事例は庶民金融機関とし

て相応のビジネス・モデルを構築していたにもかかわらず，途中から「印紙魔」

津下精一の「ベンチャー・ファンド」から投融資を受けて「虚業」に走り，最

後は高利金融業者に支配されて破滅したビジネス・モデル変容の最悪例のひと

つと考えられる。


